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55 期 登山学校が修了しました

4 月 2 日の机上から始まった 55 期登山学校が 9 月 2 日の研修山行をもって修了しました。

クライミングコース 12 名で始まりましたが、スタッフのコンデション不良等がおき、実技スタ

ッフ不足によりスケジュール日のみの実技実施が難しくなり、別日を設け、実技実施した苦しい

運営となりました。また藤内壁で、1 名が右足の指を骨折する怪我が起きてしまいました。登攀

前から痛みを感じていたこともあり、登攀による怪我なのか不明でしたが、いま一度気を引き締

め安全に行う事を全員で再確認しました。 （次頁につづく）
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(表紙からのつづき)

当初から受講生の体力不足が心配材料となっていました。研修山行は、1日目 船山十字路～南

稜～阿弥陀岳～赤岳鉱泉でテント泊、2日目 赤岳鉱泉～小同心～赤岳鉱泉～美濃戸口の予定で

したが、体力的に無理と判断し、船山十字路～南稜～阿弥陀岳～御小屋尾根～船山十字路の日

帰りに変更しました。研修山行は予定通り行えず残念でしたが、反省会での受講生から、同期と出

会えて良かった。今後も頑張っていく。不足しているものを補っていく等の嬉しく頼もしい言葉で締め

ることができた 55 期登山学校となりました。 じねんじょ山の会 岩田宗則

夏山合宿報告 若駒山岳会

若駒山岳会 2023 年夏合宿 薬師岳登頂・赤木沢遡行

日程：8 月 11 日(金)～13 日(日)

〇11 日：快晴：折立(前夜泊)～薬師峠～薬師岳(往復)

最初はブナ等の林内の地道な登り。三角点(1870m)以降

は見通しがよく、剣立山・白山を眺めながら太郎兵衛平・

薬師峠へ。テント設営後薬師岳ピストン。薬師平の高山植

物、独特のカール、薬師見平等の奥黒部の景観を楽しみ

ながら薬師岳登頂。天気が良く槍ヶ岳・雲ノ平方面、後立

山方面、富山湾方面の眺望がよい。

〇12 日：快晴午後から曇：薬師峠～薬師沢小屋～黒部源

流～赤木沢遡行～薬師峠

薬師沢小屋テラス下で支度をして黒部川入渓(6:49)。水

量は少ないが水は冷たい。遡行開始から約１時間後に 4m

滝。左岸の大岩を回り込んで高巻後、すぐ上流が赤木沢

出合(8:20)。本流を横断する自然堰堤が特徴的。

赤木沢の取付は、左岸沿いに腰まで浸かり迫り出した岩を

回り込む。河床が赤茶色の美しいナメが迎えてくれた。開

けた明るい沢。最初の2段10ｍ斜瀑、10×40ｍナメは快適

に越える。ウマ沢合流後の連瀑帯では、6ｍ斜瀑をこなした

直後の 10ｍは左岸の草付きを小さく巻く。連瀑最後の 6ｍ

は、左岸を 3ｍ程泳いで滝の右側の壁に取り付き、隠れた

バンド状に沿って登る。続く 3 段 8ｍと 2 段 12ｍトイ状は、

いずれも緩傾斜の下部をフリーで登り、上部は右岸側の壁

をスリング補助で越える。沢最大の大滝 30ｍ高巻は 40 分

程順番待ちの後、左岸側踏み跡からザイル３ピッチ分で落

口へ(11:00～11:36)。その後は小滝・ナメを快適に越えつ

つ標高を上げる。流れが細くなり、右手の湧水箇所で遡行

終了(12:46)。

冷たい湧水で喉を潤しつつ、秘境めいた赤木平の景色を

見下ろす。赤木岳南肩付近で縦走路に合流後、薬師峠の

テン場へ。遡行の達成感に浸りながらビールで乾杯！

〇13 日：晴れ：下山：雲海に蓋をされた有峰湖を見下ろし

つつ、登ってきた広大な草原の中を下る。前夜に折立キャンプ場でクマが出没したらしい。最後にビ

ックリ！
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ヤッホーポイントの園児たち

保育園児の羽鳥峰登山サポートに参加して

あつた勤労者山岳会 松岡尚子

今年で2回目となる、名古屋市内3保育園の鈴鹿・羽鳥峰登山サ

ポートに行って来ました。今回は、新たにみどり山の会さんにもご協

力いただき、1 保育園 1山岳会で担当することになりました。

1. みどり山の会 8月 2日 N保育園 5歳児 11 名

2. あつた労山 8月 3 日 K保育園 5歳児 23 名

3. やまの会くらら 8 月 9日 T保育園 5歳児 16 名（雨天延期）

あつた労山は 8/3 の本番に先立ち、7/2 の T 保育園下見山行に

同行。登山道の状態、休憩場所、林道の崩落部分、稜線手前のガ

レた急斜面など要所を確認しました。

園児たちとの登山当日、高速で向かう途中で雨が降り出し、今一

つ天候がはっきりしません。待ち合わせの伊勢谷小屋に着く頃に

は雨は上がっていましたが、また降り出す前に下山できるよう保育

園スタッフの皆さんとスケジュールの打ち合わせをして出発。

園児たちはまだ歩き始めなので元気満々。わいわい賑やかに歩み

を進めます。林道入口を過ぎ、中峠分岐を過ぎ、要所で休憩を取り

ながら荒れ気味の林道を進みます。

やがて、みんなが「ヤッホーポイント」と呼んでいる見晴らしのいい場所に来ました。これから目指す

羽鳥峰山頂も見えています。園児たちは大喜びで何度もヤッホーと叫びました。

この先が崖崩れの難所、昨年はロープを出しましたが、この日は見守りだけで上手に通過できました。

ガレ場を過ぎ、稜線手前の急な斜面も慎重に登って、全員元気に羽鳥峰に登頂成功！

ゆっくり山頂で遊びたいところですが、この日は空模様も怪しく、速攻で下山。おかげで雨に降られる

ことなく、伊勢谷小屋まで無事に下山することができました。

この羽鳥峰登山は、山経験がある保育園職員の発案で始まり、近隣の保育園も賛同、伊勢谷小屋

さんの協力もあって、子供たちが心待ちにする夏のイベントとして 30 年以上も続いています。

しかしながら指導者的な職員は高齢で退職、コロナ禍での中断もあり、昨年イベントを再開する際、

自分たちだけでの登山に不安を感じ、あつた労山に協力の問合せがありました。

最初は大人数の園児たちとの羽鳥峰登山など想像もつきませんでしたが、園長先生たちとお話しさ

せていただくにつれ、労山会員として安全登山のお手

伝いをさせていただくことへの意義を感じるようになり

ました。

また園児たちが 1日自然と触れ合い、頑張って山頂に

立てた経験が、今後の彼らの成長に少しでも役立って

くれることを願って、これからも羽鳥峰登山をサポート

させていただけたらいいなと思います。

※園児たちのお世話は保育園スタッフが担当、山岳

会は天候による催行の判断、先頭を歩いて周りの安全

に気を配る等、園児たちの登山を見守るスタンスです。
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教育部 9/21(木) 第 6回教育担当者会議を開きました

日 時：9月 21 日（木）19 時 30 分～ （zoom 会議で実施）

参加者：くらら（吉田）、あつた（坂木）、かわせみ（野村、佐伯）、みどり（澤田）、

ありんこ（榊原） 計 5山岳会 6 名

(1)前回議事録の確認

前回議事録を確認しました。

(2)雪山安全講習会について

・講師分担について

各会の活動が会員１人 1人に支えられているように、県連活動も各会に支えられています。

各会で荷を分かち合って行事を実施していきたいと思っていますので、ぜひ協力をしてもら

えるよう、理事会等でお願いしていきます。

・受講の申し込み状況（9/21 現在）

東三河 1名、くらら 3名、その他 1名 計 5名の申し込みがありました。

(3)交流山行について

・ 9/24 ハライド～ブナ清水の交流山行の参加予定

あつた 2名、犬山マップ 1名、くらら 1名、ありんこ２名、みどり 6名、春日井峠 5名

計 16 名です。

(5) 教育活動に関する意見交換

各会の今後の教育活動に役立つよう、今回は、冬山合宿等にむけての学習会やトレーニング山

行等の予定を出し合いました。今後、取組みがうまく機能したかを意見交換していくこととし

ます。また、装備関係で２点意見交換をしました。

①メタ・ガス等の火器装備について

日帰りの山行計画において、火器装備を持って行かない計画があり、どうしているか？

・メタ/ガスを持っていく。

・暖は取れないが、テレモスのお湯で代用する場合もある。

・休日等で同じコースの登山者が多く山小屋がある場合等は、持参しないこともある。

等の意見が出ました。いずれにしても、アクシデントによるビバークを想定して考えること

が必要との意見で一致しました。

②モバイルバッテリーについて

山行計画の装備において、モバイルバッテリーの項目があるか？

・実際の山行の際には、モバイルバッテリーを持参しているが、項目はない。

とのことでした。事故発生時、留守宅や警察等の連絡で携帯電話（スマホ）の電池の消耗が

あったケースがあり、山行計画の装備の項目に追加することが必要との意見で一致しました。

(6)次回の第 5 回教育担当者会議を 2023 年 10 月 5 日（木）に 19 時 30 分より zoom 会議で実施し

ますので、各会から奮って参加をお願いします。

遭対部 9月 8日（金）第 55期第 3回遭対担当者会議の報告

2023 年 9 月 8 日（金）県連事務所で 19：30 より、第 3 回遭対担当者会議を開き、9 山岳会 11 名

が参加しました。【参加者】上平（みどり）、三島（じねんじょ）、高井（春日井峠）、宮田、

神谷（ASC）、添田（ありんこ）、名倉（くらら）、樋江井（若駒）、森（東三河）、井上、佐藤

（あつた）

1.事故報告

NO.5【半田】登頂後、下山を始め 8合目小屋より 100m 下がったところで、足を滑らせ前方に転倒。
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【事故発生日時】2023 年 7 月 15 日（日）13 時 30 分頃【山域・山名】富士山【事故者】男性 73

才【受傷の程度】数ヶ所打撲殺傷、前歯損傷【事故の概要】登頂後、8合目池田館より 100m 下が

ったところで、足を滑らせ前方に転倒。山岳救助隊に救助され 8合目富士衛生センターで処置を

うけ、防災ヘリで病院に搬送

NO.6【東三河】入渓直後の大岩をのっこす時に左手を突っ張り力を掛けた瞬間、胸の骨にクキッ

という音がして腕の力が抜けた。【事故発生日時】2023 年 7 月 16 日（日）8 時 15 分頃

【山域・山名】奥三河・鍵掛沢【事故者】女性 52 才【受傷の程度】胸部骨折【事故の概要】入

渓直後の大岩をのっこす時に左手を突っ張り力を掛けた瞬間、胸の骨にクキッという音がして腕

の力が抜けた。違和感はあったがその後も順調に滝や大岩を登って行ったが、痛みで手の力が入

らない、乗っ越す時に痛みが走るなどの症状が表れ、遡行を中止して林道に出て自力下山。翌日

病院に行き、胸骨骨折の診断▲反省・指摘など・強いテンションがかかるムーブでは慎重に行う

事が必要

NO.7【ASC】滝の落ち口で足を滑らせて転倒。そのまま滑り台を下りるような姿勢で、滝つぼまで

滑落。【事故発生日時】2023 年 7 月 23 日（日）11 時 00 分頃【山域・山名】台高・堂倉谷【事故

者】女性 27 才【受傷の程度】第 1腰椎圧迫骨折【事故の概要】入渓地点から 3時間ほどの地点

で滝の落ち口で足を滑らせて転倒。そのまま滑り台を下りるような姿勢で、滝つぼまで滑落。そ

の際滝の途中で 50ｃｍ程度の段差があり腰に衝撃が加わった。痛みを抑えるために鎮痛剤を飲ん

でもらい、事故者の荷物を減らして行動して 1 時間程度で自力下山。翌日病院に行き、第 1腰椎

圧迫骨折の診断。▲反省・指摘など・事故者は入会して初めての遡行で、大学で経験はあるとは

いえ力量を把握できていなかった。

NO.8【あつた】川浦渓谷本流の 70ｍゴルジュで溺れ、溺死【事故発生日時】2023 年 7 月 29 日（土）

午後（時間は不明【山域・山名】美濃・川浦渓谷本流【事故者】男性 50 才【受傷の程度】溺死

【事故の概要】会に計画書を提出せず、単独で入渓し、70ｍゴルジュを泳いでいた際、何らかの

原因で溺れた。経過としては、翌日（30日）、事故者の友人が、沢にいく事を知っていて、連絡

がないことを心配して現地に行き、車がある事と、70ｍゴルジュを橋の上から見たときにザック

を発見、警察に救助要請、その後、沢登りに来た別の登山者が発見、ヘリで搬出。現地で死亡が

確認された。▲反省・指摘など・計画書の重要性、山岳会に入っていることとは、留守宅を何故

おいているのかなどを改めて会員に伝え、無届山行はあってはならない事を会の中で話し合い会

全体で確認する。

NO.9【あつた】北穂南綾登頂後、下山を開始して、2900m 付近ですれ違う際山側に避けたが斜面

の岩に左膝を打った。【事故発生日時】2023 年 7 月 30 日（日）10 時 00 分頃【山域・山名】北穂

高岳【事故者】女性 52 才【受傷の程度】左膝挫創【事故の概要】登頂後、2900m 付近ですれ違

う際山側に避けたが斜面の岩に左膝を打った。膝から出血が見られた為、バンドエイドで応急処

置。持っているを軽くして上高地に下山。翌日、病院に行き左膝挫創の診断▲反省・指摘など・

新人コースとしては、難易度が高かったので、見合ったルートを選ぶ・新人に対してのフォロー

が不足していた。

NO.10【みどり】下山時、石車に右足がのりバランスを崩して尻もちをつき左足首を痛める【事故

発生日時】2023 年 8 月 27 日（日）11 時 50 分頃【山域・山名】琵琶湖南・三上山【事故者】女性

67才【受傷の程度】左足関節捻挫【事故の概要】下山時、石車に右足がのりバランスを崩してス

トックが間に合わず体重が左斜め後方に傾き尻もちをつき左足首を痛める。立ち上がれたが膝が

震え歩くことが出来ず、テーピング処置を受け、下山した。▲反省・指摘など・段差を降りる際

は両足が確実に安定することを確認する。疲れが出てくる時間なので注意喚起をする。

全体として、夏になり事故が急増し、今回の 6 件の事故の中で沢登りで 3 件の事故が有りその中

には沢で亡くなるという大きな事故が 1 件有りました。沢では大きな事故につながりやすく、十

分注意して下さい。

今後の会議、講習会予定
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遭対担当者会議報告 11月 10 日（金）

冬山合宿連絡会議 12月 8 日（金） 冬山合宿報告会議 1月 19（金）

東海ブロック雪崩講習会 11月 19 日（机上） 実技 1/13～14（実技）

自然保護部 第 55期第 3回自然保護担当者会議の報告

参加者：水野、大田（春日井峠）、藤井（若駒）、佐藤（あつた）

ZOOM：井村（スルジェ）、二村（あつた）、苅谷、高津（ふわく）

県連事務所 19時 30分より自然保護担当者会議を ZOOMを併用して行いました。

内容は、1.鈴鹿山系清掃登山においての反省と課題

藤原岳：ハルサキヤマガラシ駆除については随分と減ってきた・登山道のゴミは殆どなく、避難

小屋前のゴミ（ガラス片）を集中して拾ったらどうか

御在所岳：ゴミの下山時の集計に時間がかかる。ロープウェイの会社や、観光協会が協力的だっ

た。リーフレットをもっと早く作ることが必要では。などの意見があり、来期に活かしていきた

い。

2.各会合同清掃登山について

これから行われる各会合同清掃登山について決まっているところは、日程、場所をお知らせ下さ

い。

3.登山と SDGｓ

8月 2日～4日の中日新聞に掲載された記事で荒廃進む登山道（上）・アプリで貢献（中）・山小

屋コロナ禍が直撃（下）を紹介しました。

組織部 第６回 組織担当者会議 報告

2023 年 9 月 7 日(木)

県連事務所：午後 7 時～9 時 00 分

出席者：あつた(□中川）、若駒(□中橋)、同志会（□吉川）、春日井（□落合）、

Zoom ：東三河(□戸田)、下山(みどり)

1) 組織数の推移・入退会理由―-8 月末の状況を各会に依頼中。

2) 交流山行について

反省点・感想など

準備について、

a) 集合からスタートの段取りが出来ていなかった。参加者に助けられた。――打合せすべき。

b) マニュアルの整備が遅れ、間に合わなかった。

c) 参加者名簿作成の書式が Excel の機能（並べ替え）が使えない書式となっているので、変

更する。

d) 実施当日まで参加者の変更があり、対応に追われた。

行動中について、

a) 大胆なプラン変更のご英断。勉強になりました。【勇気ある撤退】間近に体得致し勉強にな

りました。

b) 猛暑での行動の遅れが予想以上であったが、CL などの合議で撤退が決められて良かった。

c) 撤退の判断に苦情もなく行動できたのは良かった。

d) 体調不調の方が出て車での下山も想定したが、それまでに至らずとりあえず良かった。
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教訓と今後の課題

a)交流山行の目的として、各会と各会、各会の会員の相互の交流。パーティでの行動の確認

の中で、次代のCL などの発掘、ＯＪＴ――などが挙げられる。

b)交流山行を通じて何を図っているか、しているか、――について。各会が交流することを通

じて、 また交流の前提として、民主的なルール、平たく言えばお互いに尊重し、オープ

ンでフラットの関係を実地に確認していく。

c)ＳＬなど分担して行動するーーという事を作っている、と言える。

ｄ） 今後の交流山行や一般講座実技の為に、マニュアルを整備する。

3) 第 55 期一般向け登山講座、―― 前回の報告事項

1 各会への入会状況は計 4名。

同志会 1名、みどり 1 名、ふわく 1 名、くらら 1 名、

2 来期第 56 期に向けて、

講座内容・実技山行の内容と進め方、講座の進め方についてマニュアルを作成する。

＊全体の日程が長くなるので、1 日(土)に 3 講座にして集中して行ってはどうか。――※

➡ 別途、プランの(案)を検討。

＊今年は雨天中止の代替山行を組んだが、当初から予備日程を組んでおくことは人 材

の確保の点から難しい。 ――※、募集要綱に明記する。

＊危険個所の通過講座は、実施の意味があるのかどうか。ロープワークのみの講座にして、

実技講習は各会に入会してもらった方が良い。

＊各会への入会勧誘の機会・キッカケとして清掃登山に参加してもらったが、会の対応が

難しい。

＊秋季の実施は、会によっては春合宿の準備期間と重なり、ＰＬなど確保が難しい。今年度

経験のある実行委員が少ないので、来年の準備期間を確保したい、――などによる。

＊一般向け登山講座のスタートは一般の登山者の教育をする、という事であったが違和感

がある。組織部として行うのであれば、会員拡大をメインにした講座の構成にしたらどうか。

＊全体の日程をコンパクトにしたらどうか。

＊講座のみで 50 名規模は可能だろうが、実技山行では無理がある。

＊地図読み講座では、そもそもスタッフの教育が必要ではないか。

―――その他の意見も出されているので、次回以降検討していく。

4） 実務の分担――組織担当者会議内での実務の分担。

組織数、入退会理由の集計――落合、

各会役員名簿のとりまとめ ――後藤――

各会HP の更新状況、チェック。――戸田、――調査状況を配布した。

5) 愛知平和行進、

＊今年度、あいち平和行進実行委員会と連絡が取れるようになったので、来年度は連絡を密に

したい。

＊あいち平和行進は、あいちの場合生協などが独自に実施されていたものが、全国の平和行

進と合流したという経緯があった。――名称へのこだわりの要因であった。

＊あいち平和行進実行委員会の主体となっている愛知原水協等から講師を招いて学習会を実

施したい

6) ハイキング交流集会――前回、資料による。

7） 次回交流山行の日程などについて

年間計画の 10 月 28 日(土)は、――延期する。

次の日程は検討する。

8) 次回、第 7回組織担当者会議は、10 月 12 日。
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組織部交流山行 鳳来寺山 報告

9 月 3 日(日)鳳来寺山にて組織

部の交流山行を実施しました。

登山コースは湯屋温泉無料駐

車場より湯屋峠・行者越・東照

宮・鷹打場を経て鳳来寺山の計

画。当日は暑さと参加者に不調

者が出たためペースが落ち、本

堂前休憩舎迄としました。

参加者はみどり山の会名 6 名、

スルジェ山の会 8 名、あつた労

山 2 名、春日井峠の会 4 名、東

三河山ぽ会 4 名、同志会 3 名、

今年度の一般向け登山講座受

講生 1 名、一般参加 1 名、若駒

山岳会 1 名、ありんこ山岳会 2

名の計 32 名でした。今回の交

流山行は遠隔地の為理事会に

出られない理事とその所属山

岳会との交流、各会混成のパー

ティ編成により一般登山講座

実技の練習などを兼ねて行い

ました。

9 時 50 分に湯屋温泉無料駐車

場に集合。3 パーティそれぞれ

に分かれて自己紹介と挨拶、全

体で準備運動の後、10 時に出

発。谷沿いの道から植林地の中

の道は苔むしていて滑り易く、

天候も良くて蒸し暑い。道は一

度階段などが整備されていた

が、それらが荒れてきたような

道で石もゴロゴロして歩き難

い箇所も少なくない。水分補給

や休憩を取ることに気を付け

て時間もかかり、鳳来寺境内休

憩所に 1 時間遅れで到着。これ

までの 3 パーティのペースで

は、鷹打場～鳳来寺山山頂を回

ると 2 時間ほど見込まれるた

め、全体の CL.SL と各パーテ

ィの PL などとの話し合いで登

頂はあきらめ、東照宮を回って

下山することに決定した。体調
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の不調の方については荷物を分けて合って登ってきた。パークウェイを使って車で下ろすことも

含めて協議したが、そのまま一緒に下山することができた。

湯屋温泉無料駐車場にてパーティ毎に反省会を行い、解散しました。

交流山行については、①参加者の変更が直前になった会もあり、パーティ編成の準備作業に支障

をきたし、連絡のあり方に問題を残した。②一般向け登山講座実技山行の想定ではほぼパーティ

毎の行動はとれた、時期的に同じ猛暑の想定となるため場所など検討が必要となった。③体調の

不調者については参加させるかどうかの判断に問題を残した。④参加の会によってはツァー登山

のような参加の仕方しているのではないか、という指摘があった。これについてはツァー登山や

山行のアウトソーシングについては本意ではなく、会としての参加のあり方は今後の課題と言え

る。⑤一般登山講座の受講生では、当時の参加者は 1 名だったが、連絡等でつながりを継続する

こともできた。

交流山行の計画・準備には東三河の理事さんに尽力いただき、また当日 PL.PSL として参加された

会員の方々、お疲れさまでした。

(記：組織部・吉川)

2023 年 9 月 3 日（日）鳳来寺山山行 感想
晴天に恵まれ、気温は山頂でも 30℃との情報がある快晴の日でした。合同山行のため、初めてお

会いする方ばかりでしたが皆さん気さくで会話も弾みました。

ストレッチの準備運動の後、30 人が 3 グループに分かれ山頂を目指しました。苔むした石段を上

がり、茸も多く見かけながら杉や青紅葉が茂る樹林帯の道を進みました。鳳来寺東照宮では家康

公の金陀美具足甲冑のレプリカも拝見することが出来ました。

リーダーを務められた皆様、参加された皆様のおかげで大変有意義な楽しい山行でした。

ありがとうございました。 (ありんこ山岳会 柴田由加)

今回はどんな山道かな、と思い挑みました。登り初めはしばらく苔があり不安定な道でしたが、

なかなか神秘的な感じがしました。猿投山ほどキツイ急登もなく思ったよりスムーズに歩けたか

なと思います。行者越は次回チャレンジしたいです。

頂上にたどり着けなかったのは残念でしたが、鳳来寺本堂からの景色は頑張った甲斐がありまし

た。とても暑い中の山行でしたが、こまめな休憩のおかげで水分も十分補給でき、なによりペー

スが私にちょうど良くて助かりました。ありがとうございました。 (受講生 田中明

日香)

女性部 ９月７日（木）に女性部会を開きました。

出席は５山岳会５名（くらら、あつた、みどり、春日井峠、同志会）

検討課題

１．女性部交流山行について

期日：2023 年 11 月 23 日（日）

場所：天蓋山（てんがいさん） 1,527m 通称ヤマップ新道から登ります

集合時間：AM 7:00 金山駅北イオン（旧ダイエー前）マイクロバス利用

定員：30 名 参加費：5,000 円（会費は各会で徴収する）

申込み締め切り：10 月 20 日(金） 各会の理事か女性部担当に申し込み

該当者がいない場合の申し込み先：河村恵子（春日井峠）090-7045-9495

２．料理教室について

「体力と筋肉のつく料理パート４」の名称で、2024 年 2 月 1 日（木）開催予定
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第 22回雪崩事故を防ぐための講習会

雪山に入る上で一番気をつけなければならないのは雪崩であり、山の難度に関係なく斜面と雪と

気象条件さえ合えばどんなところでも起こりうる危険があります。雪崩の救助、捜索は一刻を争

います。雪山にでかける以上、雪崩の知識は必要不可欠であり、一緒に雪の性質、雪崩について

学びましょう

机上講習会 2023 年 11 月 19 日(日) 9 時～17 時（受付開始 8 時 30 分～）

場所：愛知県連事務所 愛知県名古屋市中川区十番町 2-8 栄和産業(株)ビル 2F

※駐車場は無いので車で来られる方は、会場近くのコインパーキングに止めて下さい

定員：20 名

参加費：¥2,000-（テキスト代含む）

持ち物：筆記用具、ビーコン(お持ちの方、なくても可)

実技講習会 2024 年 1 月 13～14 日(土～日)

場所：長野県小谷村 栂池高原スキー場及びその周辺

定員：10 名

参加費：¥18,000-（宿泊費含む）

主催：日本勤労山岳会連盟（東海ブロック）

講習内容：雪崩の基礎知識、雪崩事故防止のため基礎知識、雪崩捜索救助の基礎知識等

お申込先：東海ブロック雪崩講習会事務局 佐藤 和男

E-meil：k-310-satou@dream.jp

ご意見、ご要望・投稿・写真などはメール、または県連事務所あてに郵送してください。

http://aichirousan.web.fc2.com/ e-mail:aichirousan@gmail.com

【編集後記】 保育園児、すごいですね！ 小さい体であそこまで行ったのか～。しかしあのルートは、一部

ですがヒルもたくさん出ますよね？大丈夫だったのでしょうか。 ヒルにやられると、大人でも慣れてないとシ

ョックで泣いちゃう人もいるぐらいですから、園児たちがどうだったかちょっと気になります。逆に全然平気だ

ったりするのかもしれませんが・・・。 お疲れさまでした。 （事務局 井土）

机上講習会場地図
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Schedule 2023

10 月 11 月 12 月

1 日
代表者会議

全国ハイキング学校
1 水 1 金

2 月 2 木 2 土

3 火 3 金 (文化の日) 3 日

4 水 4 土 4 月
雪山安全講習会

実技山行打合せ

5 木
教育担当者会議⑦

女性部部会⑦
5 日 5 火

6 金 自然保護担当➃ 6 月 雪山安全講習会② 6 水

7 土 7 火 7 木
組織担当者会議⑨

女性部部会⑨

8 日 8 水 8 金 冬山合宿連絡会議

9 月 (スポーツの日) 9 木
組織担当者会議⑧

女性部部会⑧
9 土

10 火 10 金 遭対担当➃ 10 日

11 水 11 土 11 月

12 木 組織担当者会議⑦ 12 日 東海 B雪崩（机上） 12 火

13 金 13 月 雪山安全講習会③ 13 水

14 土 14 火 14 木 理事会⑪

15 日 15 水 15 金 自然保護担当➅

16 月 16 木 理事会⑩ 16 土

17 火 17 金 自然保護担当➄ 17 日
雪山安全講習会

実技山行(日帰り)

18 水 18 土 18 月

19 木 理事会⑨ 19 日 19 火

20 金 20 月 雪山安全講習会④ 20 水

21 土 21 火 教育担当者会議⑧ 21 木
全国理事会

教育担当者会議⑨

22 日 22 水 22 金

23 月 23 木 (勤労感謝の日) 23 土

24 火 24 金 24 日

25 水 25 土 25 月

26 木 全国理事会 26 日 26 火

27 金 27 月 27 水

28 土 全国登山学校交流集会 28 火 28 木

29 日 全国登山学校交流集会 29 水 29 金

30 月 雪山安全講習会① 30 木 全国理事会 30 土

31 火 31 日


